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心をま～るく 

「心をま～るく」これは、11 月に行われた「いじめ見逃しゼロスクール集

会」の中で、私が全校の子どもたちに話をした時の言葉です。 

 

心を表すイメージとして「心をま～るく」を意識していると、自分の気持

ちが安定し、前向きにニコニコ過ごすことができます。ニコニコしています

から、友達や周りの人も話し掛けやすくなり、友達や周りの人と楽しく過ご

すことができます。その反対に、「心がトゲトゲ」していると、友達や周りの

人も話し掛けにくくなり、友達や周りの人が離れていきます。 

 

ですから、私は、吉田北小学校の子どもたちや教職員には、「心をま～るく」保ち、明るく元気

に学校生活を過ごしてほしいと願っています。「心をま～るく」の状態でいるには、素直で優しい

気持ちをもつことが不可欠です。それには自己肯定感が必要です。この自己肯定感をいかにして

子どもたちにもたせるか…学校と家庭と地域とで連携して、これを子どもたちに高めたいです。 

 

学校生活を見てみますと、「心をま～るく」して頑張る子どもたちの姿を見ることができます。

先日、あられの降った朝、校門前の横断歩道で街頭指導をしていましたら、遠くに、停まっても

らった車に対してお辞儀をしている１年生の姿が見えました。何とも言えぬ温かい気持ちになり

ました。（上学年の子どもがしている姿を見ていたのだと思います。） 

 反対に残念に思う姿も見られます。自分がされたらどんなに辛く切ないことか…思いを巡らす

ことができないのだと思います。何とも言えぬ悲しい気持ちになります。 

 

学校では、いじめを含む生活指導事案では、関係する子どもから話をよく聞きます。決め付け

ることを避け、周りの子どもたちからも話をよく聞きます。そして、自分がされればどんな気持

ちがするのか考えさせています。このような指導の他、道徳の時間にも様々な題材を通して、「も

し、自分だったら」と自分事として考えさせています。 

 

12 月 4 日～10 日は、人権教育強調週間でした。すべての学年で人権教育、同和教育に関す

る授業を行いました。（この週間にどんな取組をしたのか、どこの学校も県教育委員会に報告することになっています。） 

 

いじめは人権侵害です。絶対にあってはなりません。（自分の身に起これば、我が子の身に起これば、ど

んなに切なく悲しいことか…）このことをすべての人が再認識し、子どもも大人も「心をま～るく」し

て、生活していきたいものです。                （文責 校長 齊藤カオル） 

 

 

 

 

  

  

学校だよりは，地域の皆様にも回覧板でご覧いただいています。日々の教育活動の様子を，学校ホームページ

(https://www.schoolweb.ne.jp/tsubame/yoshidakita-e)に掲載しています。 

             「ＳＯＳの出し方に関する授業」も行っています 

 県教育委員会が作成した「新潟県自殺予防教育プログラム」を用いて、県内の小中学校が「ＳＯＳの出し方に関する

授業」を行うことになっています。当校でも、2 学期に全学年で行いました。「うれしい！はもちろんのこと、悲しい、

怒り等のマイナスな気持ちも大切。」「誰にも言わず、抱え込んでいると心が苦しくなってしまう。」「さみしい、悲しい

と言っていい。」ことを児童用の動画等も活用して子どもたちに伝えています。 



第２回家庭学習強調週間（11／11～11／17）ついて  

【研究主任：片桐 広太】  

 今年度２回目の家庭学習強調週間が終わりました。２回目は、「家庭学習時間は（学年×10

分）以上がんばろう！」と「机の上を片付けて学習に取り組もう！」の２つに重点を置いて取り

組みました。  

 全校の子どもたちの事後アンケートの結果は以下のようになりました。  

 

  

 

 

 

 

 

 

どの学年もめあての達成に向けて一生懸命取り組んでいました。特に、今回は子どもたちが

「机の上を片付けて学習に取り組む」という意識をもって、家庭学習に臨んでいる様子が分か

りました。もう少しで冬休みとなりますが、この意識を継続できるように学校でも指導してま

いります。  

子どもたちが頑張ることができたのは、保護者の皆様から毎日のチェックと温かい励ましの

言葉掛けのお陰です。ありがとうございました。  

なお、３学期には第３回目の取組があります。ご協力をお願いいたします。  

 

【子どもたちの声】  

 ３つのルールを守って取り組むことができました。  

 テーブルの上もきれいに片付けて勉強できました。  

 自学を毎日やっているうちに自分から勉強ができるようになりました。  

 机の上をきれいにできてよかった。 

 しっかり机の上を片付けて勉強しました。時間も決めた時間からしっかり始められたので

これからも同じように勉強していきたいです。 

 がんばったことは机の上を片付けてから勉強することです。今まではできてない日もあっ

たけど、強調週間を機に、意識することができました。 

 いつもより３つのルールと学年×10 分以上学習することを気を付けてがんばった。 

【お家の方から】  

 毎日ルールを意識して勉強できていましたね！これからもぜひ続けてください。  

 始める時刻を決めて学習に取り組んでいました。以前に比べると集中して学習しているよ

うに思います。  

 始める時間をがんばって守るように取り組めました。ネットワーク機器を消すことをさら

に意識していこうね。  

 気持ちが向かない日もがんばっていましたね。小さな積み重ねが大きな結果につながると

思います。  

 時間になったらしっかり取り組んでいました。  

 自分でルールを守って進めることができてすごい！  

 今回、意識してできていたところが良かったです。これが習慣として続くと自分の力になる

よ！  



今年の吉北祭りは、久しぶりに保護者の皆様からも参観していただくこと

ができました。子どもたちも例年以上に力が入っていたようです。参観いた

だいた保護者の皆様、お忙しい中、ありがとうございました。

▲ ３年「ROUND３」

▲５年どろぼうを探せ、クイズに正解してウィルスをたおせ！▲４年「もぐらたたき、宝さがし、しゃてき」

▲６の１「夜の墓地」

▲２年「わくわくランド」

▲６の２「立入禁止の廃校」



 

                  新大全国硬筆大会  

                特別賞 BSN 新潟放送賞 ２年 河野さん  

                準特選         ６年 藤井さん  

                準特選        ６年 瀧澤さん  

新潟県ジュニア美術展       

奨励賞  １年 阿部さん   

 新潟県中越教育美術展  

特選  ３年 丸山さん          特選  ４年 丸山さん  

特選  ５年 片山さん          特選  ５年 細貝さん   

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

お子さんの欠席を学校に伝える手立ての１つ

に、欠席連絡システムがあり、すでに多数の保護

者の皆様からご活用いただいております。 

ただ、まれに、保護者の方からすると、ちゃん

と連絡したはずなのに、学校にその旨が届いてい

ないということがあります。そういうときは、誤ってマチコミの方に連絡を送ってい

ることが多いようです。マチコミというのは学校から保護者の皆様の携帯に直接メ

ールが行くシステムの母体です。紛らわしいことに、そのマチコミの中にも欠席連絡

システムがあり、しかも、吉田中学校はマチコミの方の欠席連

絡システムを活用しています。中学とそろえたいとも考えた

のですが、北小は担任が教室で欠席を確認できる利便性から、

現行のシステムを活用している状態です。あらためて QR コー

ドも掲載しておきますので、お間違えのないようによろしく

お願いいたします。https://forms.gle/ogiCgdYfp6yiT7NbA 

フォームをお気に入り登録しておくことを推奨します。 

    

８日（水） 始業式・諸費振替日 

 ９日（木）  授業４時間・給食開始・発育測定（上学年） 

１０日（金） 街頭指導・発育測定（下学年） 

１４日（火） ファミリー遊ぼう 

１５日（水） 委員会 

１６日（木） ５限まで月曜授業      

２１日（火） 避難訓練・学年学級タイム 

２２日（水） 読書ボランティア・放課後学習 

２３日（木） 児童集会 

２７日（月）～３１日（金）あいさつ運動・家庭学習強調週間 

２８日（火） 学年学級タイム  

３０日（木） NRT学力検査（国語） 

３１日（金） NRT学力検査（算数）・スクールカウンセラー訪問日  

２学期も無事に終わろう

としています。保護者・地域

の皆様のご協力に感謝申し

上げます。 

よい年をお迎えください。 


